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全国知事会事務局職員の給与及び退職手当に関する

規則の一部改正について

全国知事会事務局職員の給与及び退職手当に関する規則の一部を

次のとおり改正する

平成２２年１２月２２日提出

全国知事会

会長 麻生 渡



（ ）全国知事会事務局職員の給与及び退職手当に関する規則の一部改正について 概要

１．改正の趣旨

本会の職員の給与は国家公務員の給与に準じて支給を行っており、８月１０日
、 、の人事院勧告を踏まえ 一般職の職員の給与に関する法律が改正されたことから

本会職員の給与についても、同様の取り扱いとするもの。
そのほか、従来、指定職俸給適用職員を対象としていた期末特別手当が平成

２１年６月から廃止され、他の職員同様期末勤勉手当の対象とされたことに伴う
所要の整備を行うもの。

２．改正の内容

（１）当分の間での５５歳を超える職員（行政職俸給表（一）６級以上の職員に
限る ）の給料月額並びに地域手当、期末手当、勤務手当及び管理職手当の減。
額（定率▲１.５％）

（２）その他の給与法の改正事項（既に規則上、国の規定を準用することが規定
されている。その主なものは次のとおり ）。

・給料月額の引下げ（中高齢層は月額平均０.１％減、指定職は月額０.２
％減）

・期末手当の引下げ（１２月期の支給割合を100分の150から100分の135へ
（但し、特定管理職員100分の130から100分の115へ、指定職職員100分の
85から100分の75へ）

・勤勉手当の引下げ（支給割合を100分の70から100分の65へ（但し、特定
管理職員100分の90から100分の85へ、指定職職員100分の80から100分の
75へ ）等）

（３）指定職俸給表適用職員に対する期末特別手当の規定の削除

３．施行期日

平成２２年１２月（規則改正の決定の日）から施行する。適用については、
（１）については平成２２年１２月１日から （２）については平成２２年４月１、
日からとする。
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
」
を
「
給
与
法
第
十
九
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
給
与
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
」
を
「
給
与
法
第
十
九
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
（
期
末
特
別
手
当
）
を
削
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
」
を
「
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
」
を
「
定
め
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
を
一
項
繰
り
下
げ
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

附

則

（
五
十
五
歳
を
超
え
る
職
員
の
給
料
等
の
額
の
特
例
）

８

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
全
国
知
事
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
二
項

の
規
定
に
定
め
る
部
（
室
）
長
及
び
副
部
（
室
）
長
に
あ
る
者
で
、
そ
の
職
務
の
級
が
六
級
以
上
の
五
十
五
歳
を
超
え
る
職
員
に
係
る
給
料
月
額
並
び
に
地

域
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
管
理
職
手
当
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
給
与
法
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
施
行
）

の
附
則
第
八
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
附
則
第
八
項
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

３

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
準
用
す
る
給
料
表
及
び
給
与
法
の
規
定
に
よ
り
計
算
す
る
期
末
手
当
並
び

に
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
改
正
事
由
）

全
国
知
事
会
職
員
の
給
与
は
国
家
公
務
員
の
給
与
に
準
じ
て
い
る
が
、
人
事
院
勧
告
（
平
成
二
十
二
年
八
月
十
日
）
に
基
づ
き
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国
に
お
い
て
俸
給
月
額
の
引
下
げ
（
中
高
齢
層
は
月
額
平
均
〇
・
一
％
減
、
指
定
職
は
月
額
〇
・
二
％
減
）
、
当
分
の
間
実
施
さ

れ
る
五
十
五
歳
を
超
え
る
職
員
（
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
六
級
相
当
以
上
の
職
員
に
限
る
。
）
の
俸
給
月
額
及
び
管
理
職
手
当
等
の
支
給
額
の
減
額
（
定
率
一
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・
五
％
減
）
、
期
末
手
当
の
引
下
げ
（
十
二
月
期
の
支
給
割
合
を
百
分
の
百
三
十
五
（
但
し
、
特
定
管
理
職
員
百
分
の
百
十
五
、
指
定
職
職
員
百
分
の
七
十
五

）
）
並
び
に
勤
勉
手
当
の
引
下
げ
（
支
給
割
合
を
百
分
の
六
十
五
（
但
し
、
特
定
管
理
職
員
百
分
の
八
十
五
、
指
定
職
職
員
百
分
の
七
十
五
）
）
等
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
様
の
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
と
し
、
所
要
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
の
指
定
職
俸
給
表
適
用
職
員
に
対
す

る
期
末
特
別
手
当
の
廃
止
（
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
～
）
に
か
か
る
規
定
の
整
備
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
俸
給
月
額
の
引
下
げ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
引
下
げ
等
こ
の
規
則
改
正
に
定
め
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
二

条
第
二
項
及
び
第
三
十
七
条
に
国
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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全
国
知
事
会
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び
退
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
案
新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
期
末
手
当
）

（
期
末
手
当
）

第
二
十
一
条

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の

第
二
十
一
条

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在

条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在

職
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
規
程
で
定

職
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
規
程
で
定

め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
カ
月
以
内
に
退
職
し
、

め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
カ
月
以
内
に
退
職
し
、

又
は
死
亡
し
た
職
員
（
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及

又
は
死
亡
し
た
職
員
（
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及

び
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

び
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

２

期
末
手
当
の
額
は
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
の
規
定
の
例
に
よ
り
計

２

期
末
手
当
の
額
は
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
例
に

算
し
た
額
と
す
る
。

よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

３

派
遣
職
員
の
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
道

１

派
遣
職
員
の
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
道

府
県
に
お
け
る
在
職
期
間
を
本
会
に
お
け
る
在
職
期
間
に
算
入
す
る
こ

府
県
に
お
け
る
在
職
期
間
を
本
会
に
お
け
る
在
職
期
間
に
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

（
勤
勉
手
当
）

（
勤
勉
手
当
）

第
二
十
二
条

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の

第
二
十
二
条

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在

条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在

職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
以
前
六
カ
月
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の

職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
以
前
六
カ
月
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の

者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
規
程
で

者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
規
程
で

定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
カ
月
以
内
に
退
職
し

定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
カ
月
以
内
に
退
職
し

、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

も
同
様
と
す
る
。

も
同
様
と
す
る
。

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
給
与
法
第
十
九
条
の
七
の
規
定
の
例
に
よ
り
計

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
給
与
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
の
例
に
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算
し
た
額
と
す
る
。

よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

３

派
遣
職
員
の
勤
勉
手
当
に
係
る
支
給
割
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
道

３

派
遣
職
員
の
勤
勉
手
当
に
係
る
支
給
割
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
道

府
県
に
お
け
る
勤
務
期
間
を
本
会
に
お
け
る
勤
務
期
間
に
算
入
す
る
こ

府
県
に
お
け
る
勤
務
期
間
を
本
会
に
お
け
る
勤
務
期
間
に
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

（
期
末
特
別
手
当
）
（
削
除
）

（
期
末
特
別
手
当
）

第
二
十
二
条
の
二

第
二
十
二
条
の
二

期
末
特
別
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ

れ
ぞ
れ
在
職
す
る
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
規
程
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ

れ
ら
の
基
準
日
前
一
カ
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
又
は
死

亡
し
た
職
員
で
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
職
員
に
つ
い
て

も
同
様
と
す
る
。

２

２

期
末
特
別
手
当
の
額
は
、
給
与
法
第
十
九
条
の
八
の
規
定
の
例
に
よ

り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）

第
二
十
三
条

第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
の

第
二
十
三
条

第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
の

二
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、

二
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条

指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

に
は
適
用
し
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
十
八
条

こ
の
規
則
に
定
め
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
の

第
三
十
八
条

こ
の
規
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行

定
め
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し

に
関
し
必
要
な
事
項
は
規
程
で
定
め
る
。

必
要
な
事
項
は
規
程
で
定
め
る
。
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附

則

附

則

１
～
７
（
略
）

１
～
７
（
略
）

（
五
十
五
歳
を
超
え
る
職
員
の
給
料
等
の
額
の
特
例
）

８

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
う
ち
、
全
国
知
事
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
定
め
る
部
（
室
）
長
及
び
副
部
（
室
）
長
に
あ

る
者
で
、
そ
の
職
務
の
級
が
六
級
以
上
の
五
十
五
歳
を
超
え
る
職
員
に

係
る
給
料
月
額
並
び
に
地
域
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
管
理

職
手
当
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
給
与
法

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
施
行
）
の
附
則
第
八
項
の
規
定
の
例
に

よ
り
計
算
す
る
。

９
～
１
２

（
略
）

８
～
１
１

（
略
）

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
附
則
第
八
項
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十

二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

３

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
準
用
す
る
給
料
表
及
び
給
与
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
す

る
期
末
手
当
並
び
に
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。


